
■研究のきっかけ
　国連が２０１５年に策定したＳＤＧｓは

誰一人取り残さない社会を目指し、

先進国と途上国のみんなが一丸と

なって取り組む目標が定められてい

ます。「では、個人の単位としては、ど

う取り組んでいけばいいのだろう

か―」。もともと、途上国を支援する

ＪＩＣＡに勤務していたこともあり、そ

の命題に興味を持ったことが研究に

取り組むきっかけになりました。

■研究内容
　大きくは２つのことに取り組みま

した。一つは「若者世代（１８～３０

歳）はＳＤＧｓ世代か」ということを検

証するために、インターネット調査

で、ＳＤＧｓに関連するライフスタイ

ルにおける世代効果や、若者の就職

の際の会社選びを分析しました。

　もう一つは、一般消費者が、商品

の購入や転・就職の際に、企業の

ＳＤＧｓの取り組みを選択基準にして

いるのかどうか、を分析するために、

日本人約６０００人を対象にオンライン

調査を行いました。

■研究から見えたこと


